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主
要
な
経
済
学
者
や
ほ
と
ん
ど

の
メ
デ
ィ
ア
が
、｢

消
費
税
を
上

げ
な
け
れ
ば
こ
の
国
の
財
政
は
大

変
な
こ
と
に
な
る
」
と
、
間
違
っ

た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
何
度
も
繰
り

返
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
こ
に
は
こ
の
コ
ラ

ム
の
読
者
も
ビ
ッ
ク
リ
の
驚
愕
の

事
実
が
い
く
つ
も
隠
さ
れ
て
い
る

の
で
す
。
そ
の
一
つ
は
、｢

日
本

の
消
費
税
は
８
％
と
低
い
が
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
が
25
％
も
の
付
加
価

値
税
を
導
入
し
て
い
る
の
だ
か

ら
、
日
本
も
も
っ
と
上
げ
て
も
い

い
の
だ
」
に
隠
さ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。

　
こ
の
説
明
に
は｢

総
税
収
に

占
め
る
付
加
価
値
税
」の
割
合
は
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が
約
19
％
な
の

に
、
日
本
で
は
約
30
％
に
も
な
っ

て
お
り
、
わ
が
国
の
財
政
は
、
す

で
に
消
費
税
に
頼
り
す
ぎ
て
い
る

こ
と
が
抜
け
て
い
て
、
庶
民
の
消

費
へ
の
税
負
担
は
、
す
で
に
他
国

よ
り
過
大
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
さ
ら
に
重
大
な
問
題
が
あ
り
ま

す
。
消
費
税
を
導
入
し
た
り
増
税

す
る
た
び
に
「
法
人
税
減
税
」
が

行
わ
れ
て
き
た
こ
と
で
す
。
消
費

税
が
始
ま
っ
て
か
ら
最
近
ま
で
の

間
に
、
消
費
者
で
あ
る
国
民
は
累

計
で
２
８
２
兆
円
も
の
消
費
税
を

納
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
間
の

法
人
税
減
税
は
何
と
２
５
５
兆
円

に
も
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
で

す
。
福
祉
の
費
用
が
不
足
し
て
い

る
か
ら
と
か
、
赤
字
国
債
は
も
う

増
や
せ
な
い
な
ど
と
言
い
な
が

ら
、
消
費
税
収
と
ほ
ぼ
同
規
模
で

法
人
税
の
減
税
が
行
わ
れ
て
い
た

の
で
す
。

　
そ
の
結
果
、
企
業
が
設
備
投
資

を
し
た
り
社
員
の
給
与
を
増
や
し

た
り
し
た
の
な
ら
と
も
か
く
、
企

業
は
投
資
も
せ
ず
、
ひ
た
す
ら
内

部
留
保
に
励
み
（
最
近
値
は
４
４

６
兆
円
で
前
年
比
40
兆
円
増
）、

お
ま
け
に
社
員
へ
の
利
益
配
分
で

あ
る
労
働
分
配
率
は
世
界
の
ど
の

先
進
国
よ
り
も
低
く
な
っ
て
い
る

の
で
す
。

　
こ
れ
で
戦
後
最
長
の
景
気
拡
大

が
続
い
て
い
る
な
ど
と
い
わ
れ
て

も
、
冗
談
も
休
み
休
み
に
し
て
く

れ
と
い
う
の
が
、
多
く
の
人
々
の

気
持
ち
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　（
増
減
税
の
数
字
は
菊
池
英
博

氏
の
研
究
に
依
っ
て
い
ま
す
）

消
費
税
増
税
の
間
違
い

10

客
ア
ッ
プ
に
な
る
と
、
み
ん
な
が

ウ
イ
ン
ウ
イ
ン
だ
。

■
ぐ
る
り	

	

　

　富
士
山
風
景
街
道

　
世
界
文
化
遺
産
に
指
定
さ
れ
た

富
士
山
の
見
え
る
道
風
景
と
、
裾

野
に
広
が
る
自
然
、
歴
史
、
文

化
、
景
観
を
守
り
創
り
伝
え
る
人

々
と
訪
れ
る
人
々
、
関
わ
る
人
々

が
交
流
を
通
じ
て
と
も
に
誇
り
を

持
ち
、
美
し
く
魅
力
的
な
富
士
山

環
境
に
、
と
目
指
す
静
岡
、
山
梨

両
県
の
行
政
、
企
業
、
市
民
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
な
ど
に
よ
る
活
動
だ
。

　
国
道
１
３
８
、
１
３
９
、
４
６

９
号
を
つ
な
ぎ
富
士
山
を
ぐ
る
り

１
周
す
る
メ
ー
ン
ル
ー
ト
や
、
10

日
間
前
後
で
歩
き
１
周
す
る
ト
レ

イ
ル
コ
ー
ス
で
、
視
界
を
妨
げ
る

看
板
、
雑
草
な
ど
の
撤
去
や
清
掃

は
簡
単
で
は
な
い
。
数
年
前
か
ら

道
の
駅｢

朝
霧
高
原｣

（
静
岡
県

富
士
宮
市
）
と
連
携
し
、
定
期
的

に
シ
ー
ニ
ッ
ク
マ
ル
シ
ェ
（
特
産

品
な
ど
の
出
店
）
を
開
催
す
る
ほ

か
、
道
の
駅
か
ら
の
ド
ラ
イ
ブ
や

サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
マ
ッ
プ
制
作
・

販
売
、
募
金
で
活
動
資
金
を
ま
か

な
う
。
駅
内
で
は
ル
ー
ト
紹
介
ス

ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
も
放
映
し
て
い

る
。

■
奥
能
登
絶
景
海
道

　
能
登
半
島
先
端
、奇
岩
や
小
島
、

古
い
灯
台
な
ど
が
散
在
す
る
日
本

海
と
沿
岸
の
景
観
、
歴
史
、
文
化

を
生
か
し
、
観
光
支
援
や
交
流
促

進
、ま
ち
づ
く
り
に
励
ん
で
い
る
。

奥
能
登
石
川
県
珠
洲
市
の
数
々
の

絶
景
ス
ポ
ッ
ト
を
収
め
た
ル
ー
ト

内
の
写
真
を
募
集
し
、
同
市
の
絶

景
を
メ
ー
ン
と
し
た
カ
レ
ン
ダ
ー

制
作
や
市
の
Ｐ
Ｒ
に
活
用
。
カ
レ

ン
ダ
ー
は
毎
年
制
作
し
、
同
市
の

道
の
駅「
す
ず
塩
田
村
」、「
狼
煙
」、

「
す
ず
な
り
」
で
販
売
、
活
動
資

金
を
得
て
い
る
。

　
絶
景
を
写
し
た
ポ
ス
ト
カ
ー

ド
、
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
を
図
案
化
し

た
買
い
物
用
の
ご
当
地
ト
ー
ト
バ

ッ
グ
も
売
れ
筋
と
い
う
。

　
国
土
交
通
省
の
『
新
「
道
の
駅
」

の
あ
り
方
検
討
会
』
は
先
に
開
い

た
検
討
会
で
、
道
の
駅
「
第
３
ス

テ
ー
ジ
」
で
は
、
地
方
創
生
加
速

の
た
め
、
民
間
の
新
技
術
・
ア
イ

デ
ア
の
活
用
や
道
路
関
係
団
体
と

の
連
携
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
向
上
な

ど
、
多
様
な
主
体
と
「
新
た
な
連

携
」
を
促
進
す
べ
き
だ
と
指
摘
。

道
の
駅
と
日
本
風
景
街
道
の
連
携

も
そ
の
一
つ
と
し
て
、
各
風
景
街

道
ル
ー
ト
の
先
進
事
例
が
紹
介
さ

れ
た
。
昨
夏
に
取
り
ま
と
め
ら
れ

た
「
日
本
風
景
街
道
有
識
者
懇
談

会
」
の
提
言
も
同
趣
旨
の
方
向
性

を
打
ち
出
し
て
い
た
。
例
に
挙
が

っ
た
日
本
風
景
街
道
と
道
の
駅
と

の
主
な
連
携
を
紹
介
す
る
。

■
日
本
の
原
風
景	

　

　「枝
垂
れ
桜
の
咲
く	

　

　里
へ
の
回
り
道
」

　
新
潟
県
糸
魚
川
市
徳
合
地
区
に

あ
る
戦
国
時
代
の
山
城
跡
な
ど
の

樹
齢
１
０
０
年
近
い
枝
垂
れ
桜
群

を
守
る
と
と
も
に
、
植
樹
で
周
辺

道
の
駅
第
３
ス
テ
ー
ジ
へ

　進
む
日
本
風
景
街
道
と
の
連
携

一
帯
を
桜
の
名
所
に
し
て
過
疎
地

に
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
た
い
と
、

１
９
８
０
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
Ｎ

Ｐ
Ｏ
活
動
が
原
点
。

　
地
域
の
史
跡
研
究
会
や
中
学
校

な
ど
か
ら
賛
同
者
・
グ
ル
ー
プ
も

増
え
、
日
本
風
景
街
道
活
動
の
ル

ー
ト
に
登
録
さ
れ
た
今
は
、
日
本

海
沿
岸
の
糸
魚
川
―
上
越
市
間
を

走
る
国
道
８
号
沿
線
な
ど
延
長
約

８
㌔
に
数
百
本
の
見
事
な
枝
垂
れ

桜
街
道
が
登
場
、
シ
ー
ズ
ン
に
は

見
物
の
車
で
渋
滞
す
る
ほ
ど
だ
。

　
平
成
27
年
か
ら
は
シ
ー
ズ
ン
中

の
毎
日
曜
日
、
ル
ー
ト
内
の
道
の

駅
「
能の

生う

」（
糸
魚
川
市
）、「
う

み
て
ら
す
名
立
」（
上
越
市
）
と

連
携
、
特
産
品
直
売
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
。
両
駅
と
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
に
指
定
さ
れ
て
い
る
浜
徳

合
な
ど
も
め
ぐ
る
巡
回
観
光
バ
ス

を
走
ら
せ
て
い
る
。

　
バ
ス
車
内
で
は
風
景
街
道
の
活

動
メ
ン
バ
ー
が
ジ
オ
パ
ー
ク
や
城

址
な
ど
見
ど
こ
ろ
を
解
説
、
ル
ー

ト
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
直
売

の
売
り
上
げ
を
植
樹
費
用
な
ど
の

活
動
資
金
に
充
当
。
ル
ー
ト
利
用

者
に
は
移
動
に
便
利
で
学
ぶ
こ
と

が
多
い
と
人
気
で
、
道
の
駅
も
集絶景カレンダーとバッグ

道
の
駅
を
巡
る
バ
ス
車
内
で
枝
垂

れ
桜
な
ど
ル
ー
ト
案
内
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次世代風力発電で地域貢献を！～熱い思いをつなぐ「風」のリレー～
　
風
力
発
電
に
は
「
水
平
軸
型
」
と
「
垂
直
軸
型
」

が
あ
る
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

　
海
沿
い
の
道
や
山
道
を
ド
ラ
イ
ブ
し
て
い
て
、
急

に
視
界
が
開
け
た
先
に
大
き
な
風
車
が
回
っ
て
い

る
、
そ
ん
な
風
景
に
遭
遇
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
堂
々
と
立
つ
大
き
な
風
車
、
そ
れ
が
「
水
平
軸

型
」
で
す
。
風
力
発
電
と
い
え
ば
、
こ
の
風
車
を
思

い
浮
か
べ
る
方
が
ほ
と
ん
ど
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、こ
れ
か
ら
の
風
力
発
電
は
「
垂
直
軸
型
」

が
主
流
に
な
る
…
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。
そ
の
キ

ー
ワ
ー
ド
は
「
効
率
」
と
「
環
境
」。「
水
平
軸
型
」

は
強
い
風
が
吹
く
方
向
に
風
車
を
向
け
る
な
ど
、
立

地
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。
又
、
構
造
か
ら
発
生
す
る

騒
音
が
気
に
な
る
と
い
う
意
見
も
あ
り
、
住
宅
地
等

へ
の
設
置
は
難
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
対
し
「
垂
直
軸
型
」
は
微
風
で
も
発
電
が

可
能
で
、
建
築
物
の
屋
上
等
で
も
条
件
が
合
え
ば
後

か
ら
設
置
が
可
能
で
す
。
構
造
的
に
も
低

騒
音
で
、
住
宅
街
や
公
共
施
設
に
も
設
置

で
き
る
た
め
、
ま
さ
に
日
々
の
暮
ら
し
に

寄
り
添
う
次
世
代
の
発
電
シ
ス
テ
ム
と
い

え
ま
す
。

　
オ
ー
キ
ッ
ト
株
式
会
社
は
、
こ
の
「
垂

直
軸
型
」の
研
究
者
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

彼
は
15
年
前
に
恩
師
と
二
人
で
、
不
可
能

と
い
わ
れ
た「
20
ｋ
ｗ
垂
直
軸
型
発
電
機
」

の
開
発
に
着
手
し
ま
し
た
。
紆
余
曲
折
を

経
て
、
恩
師
が
亡
く
な
っ
た
後
も
、
た
っ

た
一
人
で
そ
の
遺
志
を
継
ぎ
、
今
や
っ
と

製
品
化
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
来
ま
し
た
。

　
私
達
オ
ー
キ
ッ
ト
株
式
会
社
は
、
恩
師

か
ら
彼
に
渡
さ
れ
た
「
風
」
の
バ
ト
ン
を

受
取
り
、
世
界
に
つ
な
ぎ
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
長
年
の
研
究
開
発
を
世
に
羽

ば
た
か
せ
、
社
会
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

に
、
今
度
は
私
達
が
頑
張
る
番
で
す
。
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７
割
近
く
が
「
知
ら
な
い
」

訪
日
外
国
人
旅
行
者
が
「
道
の
駅
」
を
ど
う
思
っ
て
い
る
か
調
査

11

■
日
南
海
岸	

	
	

　
き
ら
め
き
ラ
イ
ン

　
熱
帯
植
物
に
覆
わ
れ
た
青
島
・

青
島
海
岸
、
野
生
馬
の
都
井
岬
、

国
指
定
名
勝
鵜
戸
神
宮
な
ど
有
名

観
光
地
の
国
定
公
園
日
南
海
岸
を

め
ぐ
る
ル
ー
ト
。
近
年
、
縁
結
び

の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
が
多
い
「
恋

人
ロ
ー
ド
」
を
走
ろ
う
と
、
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
も
盛
ん
に
な
っ

た
た
め
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト
を
も
て

な
す
サ
イ
ク
リ
ス
ト
ウ
ェ
ル
カ
ム

な
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
る
。

　「
サ
イ
ク
ル
レ
ス
ト
よ
っ
て
ね

！
」
の
愛
称
を
付
け
た
サ
イ
ク
ル

ス
タ
ン
ド
を
道
の
駅
「
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
」(

宮
崎
市)

、「
酒
谷
」(

日

南
市)

、「
な
ん
ご
う
」（
南
郷
町
）

な
ど
宮
崎
県
内
各
地
に
設
置
し
、

利
用
が
拡
大
し
て
い
る
。

　
観
光
庁
は
３
月
、
訪
日
外
国
人

旅
行
者（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）が「
道

の
駅
」
に
つ
い
て
ど
う
思
っ
て
い

る
か
の
調
査
結
果
を
発
表
し
た
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
の
重
要
拠

点
と
し
て
期
待
さ
れ
る
道
の
駅
を

「
知
ら
な
い
」
と
い
う
回
答
が
７

割
近
く
（
66
・
３
％
）、
道
の
駅

を
訪
れ
た
経
験
が
あ
る
場
合
も
観

光
案
内
、
免
税
対
応
、
商
品
説
明
、

案
内
表
示
な
ど
に
不
満
を
も
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
が
分
か
っ
た
。

　
２
０
１
８
年
の
外
国
人
旅
行
者

は
３
１
０
０
万
人
を
突
破
。
政
府

の
地
方
創
生
、
新
観
光
立
国
推
進

計
画
は
そ
の
恩
恵
を
全
国
に
行
き

渡
ら
せ
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、

20
年
ま
で
に
地
方
圏
で
外
国
人
宿

泊
数
７
０
０
０
万
人
を
目
標
と
す

る
。
こ
の
た
め
同
庁
は
地
方
の
立

地
が
多
い
道
の
駅
の
役
割
を
重
視

し
、
初
の
調
査
と
な
っ
た
。

　
１
月
時
点
の
全
道
の
駅
ア
ン
ケ

ー
ト
（
回
答
６
０
３
駅
）
を
も
と

に
、
利
用
の
多
い
北
海
道
「
ニ
セ

コ
ビ
ュ
ー
プ
ラ
ザ
」／
静
岡
県「
天

城
越
え
」
／
新
潟
県
「
新
潟
ふ
る

さ
と
村
」
／
兵
庫
県
「
但
馬
の
ま

ほ
ろ
ば
」
／
徳
島
県
「
大
歩
危
」

／
愛
媛
県
「
よ
し
う
み
い
き
い
き

館
」
／
大
分
県
「
ゆ
ふ
い
ん
」
／

沖
縄
県
「
許
田
」
の
８
駅
と
、
６

空
港
出
国
待
合
室
、
那
覇
空
港
レ

ン
タ
カ
ー
２
店
で
外
国
人
旅
行
者

に
聞
き
取
り
調
査
し
ま
と
め
た
。

　
国
土
交
通
省
の
『
新
「
道
の
駅
」

の
あ
り
方
検
討
会
』
も
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
対
応
を
重
視
し
、
道
の
駅
の

外
国
人
旅
行
者
受
け
入
れ
環
境
の

整
備
促
進
が
必
要
、
と
指
摘
。
外

国
人
案
内
所
の
認
定
推
進
や
支
援

の
充
実
、
電
子
決
済
シ
ス
テ
ム
導

入
、
海
外
研
修
生
の
活
用
な
ど
の

方
向
性
を
示
し
て
い
る
。
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
・
連
携
の
観
点
か
ら
も
道

の
駅
ブ
ラ
ン
ド
の
海
外
展
開
を
強

化
す
べ
き
で
は
と
し
、
観
光
庁
や

政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）
と
連

携
し
て
道
の
駅
の
存
在
の
海
外
発

信
や
海
外
へ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
展

開
な
ど
を
示
唆
。
道
の
駅
に
よ
る

旅
行
業
免
許
取
得
や
周
辺
道
の
駅

と
連
携
し
た
旅
行
商
品
開
発
、
風

景
街
道
等
の
道
路
関
係
団
体
と
の

連
携
強
化
な
ど
、
広
域
的
な
観
光

連
携
の
推
進
を
掲
げ
て
い
る
。

　
調
査
結
果
概
要
、
次
の
通
り
。

Ｑ
道
の
駅
の
認
知
、
訪
問
経
験
の

有
無

　
今
回
訪
問
し
た�

８
・
７
％

　
以
前
訪
問�

５
・
４
％

　
知
っ
て
い
る
が
訪
問
し
た
こ
と

　
は
な
い�

６
・
４
％

　
知
ら
な
い�

66
・
３
％

Ｑ
訪
問
し
て
実
施
し
た
こ
と

　
休
憩�

92
％

　
飲
食�

67
％

　
特
産
物
・
土
産
品
購
入
、
観
光

　
案
内
所
・
施
設
利
用
・
観
光
情

　
報
収
集
な
ど�

13
％

Ｑ
道
の
駅
の
満
足
度

　
と
て
も
満
足�

67
％

　
や
や
満
足�

31
％

Ｑ
不
満
に
感
じ
た
こ
と

　
外
国
語
に
対
応
し
た
観
光
案
内

　
が
不
十
分�

16
％

　
免
税
対
応
が
な
い�

12
％

　
商
品
説
明
が
不
足�

８
％

　
施
設
の
案
内
表
示
が
理
解
で
き

　
な
い�

７
％

　
販
売
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

　
ョ
ン
が
と
れ
な
い�

５
％

　
無
料
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
が
な
か
っ
た

�

５
％

Ｑ
交
通
機
関
利
用
状
況

	
(

６
空
港
で
の
調
査)

　
新
幹
線
以
外
の
鉄
道�

70
％

　
バ
ス�

54
％

　
新
幹
線�

29
％

　
タ
ク
シ
ー�

28
％

　
レ
ン
タ
カ
ー�

12
％

＊
訪
日
回
数
が
増
え
る
ほ
ど
レ
ン

タ
カ
ー
利
用
が
増
え
、
訪
日
６
～

10
回
は
70
％
。
沖
縄
に
限
る
と
レ

ン
タ
カ
ー
利
用
は
61
％
で
ト
ッ

プ
。
道
の
駅
の
認
知
・
訪
問
も
33

％
と
他
地
区
を
上
回
る
。

　ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
コ
シ
ノ
ジ
ュ
ン
コ
さ
ん
が
手

が
け
、
日
本
の
象
徴
富
士
山
を
モ
チ
ー
フ
に
、

歴
史
や
文
化
が
道
路
を
介
し
て
未
来
へ
と
続
い

て
い
く
こ
と
へ
の
願
い
を
こ
め
て
表
現
し
た
。

ィ
ア
ガ
イ
ド
、
花
植
え
、
清
掃
活

動
な
ど
を
続
け
て
い
る
。

　
日
本
風
景
街
道
に
登
録
さ
れ
た

11
月
26
日
を
「
な
が
さ
き
サ
ン
セ

ッ
ト
ロ
ー
ド
の
日
」
と
名
付
け
、

付
近
の
週
末
に
、
活
動
に
参
加
す

る
約
50
団
体
１
０
０
０
人
以
上
が

観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
20
数
カ
所
で

一
斉
清
掃
を
実
施
。
道
の
駅
「
松

浦
海
の
ふ
る
さ
と
館
」(

松
浦
市)

、

「
さ
せ
ぼ
っ
く
す
99
」（
佐
世
保

市
）
な
ど
七
つ
の
道
の
駅
で
利

用
客
ら
に
参
加
を
呼
び
か
け
る

な
ど
、
一
体
と
な
っ
て
活
動
し

て
い
る
。

■
シ
ー
ニ
ッ
ク	

	

　
バ
イ
ウ
ェ
イ
北
海
道

　
ア
メ
リ
カ
で
盛
ん
な
シ
ー
ニ
ッ

ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
を
実
験
的
に
導
入

し
た
の
を
機
に「
日
本
風
景
街
道
」

が
制
度
化
さ
れ
た
先
進
地
。
現
在

「
支
笏
洞
爺
ニ
セ
コ
」「
大
雪
・
富

良
野
」
な
ど
10
ル
ー
ト
で
活
発
に

活
動
を
展
開
。
一
般
社
団
法
人
シ

ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
支
援
セ
ン

タ
ー
を
設
立
し
、
経
済
団
体
、
企

業
と
も
連
携
す
る
独
自
事
業
の
収

益
で
各
ル
ー
ト
の
活
動
を
積
極
的

に
支
援
し
、
道
の
駅
と
の
連
携
で

も
際
立
っ
た
成
果
を
上
げ
る
。

　
各
ル
ー
ト
を
め
ぐ
る
ド
ラ
イ
ブ

マ
ッ
プ
を
関
係
各
道
の
駅
で
発
売

し
、
道
の
駅
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

必
ず
ル
ー
ト
紹
介
サ
イ
ト
を
リ
ン

ク
さ
せ
て
い
る
。
道
の
駅
恒
例
の

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
ル
ー
ト
共
催

と
し
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
帳
に
ル

ー
ト
紹
介
ペ
ー
ジ
を
設
け
、
ル
ー

ト
提
供
「
シ
ー
ニ
ッ
ク
賞
」
の
応

募
券
を
付
け
て
販
売
。
同
賞
は
北

海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
な

ど
企
業
と
コ
ラ
ボ
し
て
、
販
売
促

進
を
図
っ
て
い
る
。

災害対策用トイレ・ラップポン　凝固剤を入れてボタンを押せば自動でラッピング
　
日
本
は
近
年
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
も

あ
り
局
地
的
な
豪
雨
災
害
や
大
地
震
が
多

発
し
て
い
る
。
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
な
ど

生
活
に
欠
か
せ
な
い
イ
ン
フ
ラ
や
住
居
が

打
撃
を
受
け
る
と
、
被
災
者
の
暮
ら
し
は

困
難
を
極
め
る
。
直
面
す
る
問
題
は
何
よ

り
ト
イ
レ
だ
。
水
が
流
せ
ず
、
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
な
ど
感
染
症
の
恐
れ
が
あ
る
。
ト
イ

レ
を
我
慢
し
エ
コ
ノ
ミ
ー
症
候
群
に
、
な

と
、
災
害
対
策
備
蓄
用
の
自
動
ラ
ッ
プ
式
ト
イ
レ
「
ラ
ッ

プ
ポ
ン
」
の
導
入
を
進
め
て
い
る
の
が
販
売
代
理
店
の
株

式
会
社
オ
ア
シ
ス
Ｍ
Ｓ
Ｃ
だ
。

　
ラ
ッ
プ
ポ
ン
は
凝
固
剤
を
入
れ
て
ボ
タ
ン
を
押
せ
ば
自

動
で
ラ
ッ
ピ
ン
グ
。特
殊
防
臭
フ
ィ
ル
ム
で
１
カ
月
以
上
、

ど
避
難
所
で
も

深
刻
だ
。

�

　
仮
設
ト
イ

レ
を
待
ち
望
む

被
災
者
の
悩
み

を
解
決
し
よ
う

菌
も
臭
い
も
漏
れ
ず
、
軽
量
で
備

蓄
の
場
所
も
取
ら
な
い
。
製
造
元

は
日
本
セ
イ
フ
テ
ィ
ー
株
式
会
社

ラ
ッ
プ
ポ
ン
事
業
部
で
、
災
害
備

蓄
用
に
民
間
企
業
、
官
公
庁
、
自

治
体
な
ど
に
１
万
台
以
上
導
入
実

績
が
あ
り
、
オ
ア
シ
ス
Ｍ
Ｓ
Ｃ
は

災
害
拠
点
と
し
て
期
待
さ
れ
る
道

の
駅
で
も
導
入
を
、
と
呼
び
掛
け

て
い
る
＝
別
表
参
照
。

ラップポン被災地支援設置状況
能登半島地震 11 カ所 50 台
中越沖地震 30 カ所 100 台
東日本大震災 50カ所以上 500 台
熊本地震 95カ所以上 約 450 台
西日本豪雨 130 カ所以上 約 500 台
北海道地震 20カ所以上 100 台

観光庁

■
な
が
さ
き	

	
	

　
サ
ン
セ
ッ
ト
ロ
ー
ド

　「
橋
で
つ
な
が
る
教
会
と
歴
史

の
道
」
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
通
り
、

世
界
遺
産
を
目
指
す
宝
亀
教
会
や

出
島
、
夕
日
の
美
し
さ
を
誇
る
多

島
海
九
十
九
島
な
ど
の
歴
史
・
文

化
・
観
光
資
源
の
魅
力
を
伝
え
、

訪
れ
る
人
を
も
て
な
す
ボ
ラ
ン
テ

「させぼっくす 99」内に
大量に集められたごみ

道の駅で風景街道セミナー
＝北海道「しかおい」で

熊野・板屋九郎兵衛の里
倉本卓始駅長

　山あいの美しい自然に囲まれた安ら

三重県熊野市紀和町板屋 82
国道 311 号　TEL.0597-97-0968

ぎの地にあり、周辺には棚田百選にも選ばれてい
る「丸山千枚田」や「赤木城跡」、渓谷・瀞峡な
ど観光名所や世界遺産が沢山。特産品の「熊野地
鶏らーめん」や「新姫うどん・そば」が大変好評
で、お土産物は新姫ドリンク類がおすすめです。

みはら神明の里
中石田国昭駅長

　瀬戸内海に浮かぶ島々を見渡せる高

広島県三原市糸崎 4-21-1
国道 2号　TEL.0848-63-8585

台、国道三原バイパス側道にあります。名物のダ
ルマの他、目の前の漁港で水揚げする三原やっさ
タコ、神明鶏、柑橘類など海と山の幸が揃います。
それらを生かして調理するレストランやパン工房
があり、多数テナントも出店しています。

山川港活お海道
榎園孝二駅長

　薩摩半島の最南端、カツオ水揚げが

鹿児島県指宿市山川金生町 1-10
国道 269 号　TEL.0993-27-6507

盛んな山川港にあります。館内には、指宿の有名
店の直販ブース、鮮魚と野菜、南国フルーツ、特
産品が揃う販売ブースと、魚料理の美味い市場食
道「鶴の港」があります。有名な「天然砂蒸し温
泉」や国内最大の花のテーマパークも近くです。




